
平成２９年５月９日 

環 境 局  総 務 課 

北九州市環境基本計画の改定について（報告） 

 北九州市環境審議会に諮問している「北九州市環境基本計画の改定」につい

て、平成２９年４月２５日に開催した第５０回北九州市環境審議会の審議結果

を報告します。 

１ 北九州市環境基本計画の改定について・・・別紙１

２ 北九州市環境審議会での審議内容

○ 北九州市環境基本計画（案）・・・別紙２ 

・前回の審議会での内容を踏まえ、北九州市環境基本計画（案）を提案。 

・今回の審議会での審議の結果、パブリックコメントを実施することにつ

いて了承を得た。 

３ 各委員からの主な意見（要旨） 

○ 2015 年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」

を、自治体の環境基本計画に盛り込んでいるのは、先進的である。 

○ 環境基本計画の示す理想はよく出来ているが、一方で基本理念である「環

境で経済を拓く」などその実現に向けては多くの課題もある。 

○ 個別プロジェクト部分などに空欄箇所があり、検討し施策との関連付けを

急ぐ必要がある。 

○ 環境基本計画と関連する他の計画との整合性を図ること等について、関連

部局との調整を急ぐ必要がある。 

○ SDGs をはじめ専門用語が多く難しいため、市民に分かりやすい工夫が必要

である。 

○ 温室効果ガスの削減を達成するために、再生可能エネルギーの導入量につ

いて具体化を早めていく必要性があるのでは。 



北九州市環境基本計画の改定について 

１．北九州市環境基本計画について 

・ 北九州市環境基本条例第８条に定める計画。 

・ 「環境首都グランド・デザイン」に掲げる基本理念を実現するための行政計画。 

・ 北九州市基本構想・基本計画である「元気発進！北九州」プランの分野別計画。 

・ 北九州市環境基本条例第８条第７項に基づき策定する各部門計画の上位計画。 

・ 計画は 5 年間の計画であり、現計画の期間が平成 28 年度末で満了するため、計画

の改定に着手しているもの。（次期計画の期間は平成29年度～平成33年度の5年

間） 

２．北九州市環境審議会への諮問 

北九州市環境基本条例第8条第3項に「市長は、環境基本計画を定めるに当たっては、

あらかじめ、北九州市環境審議会の意見を聴かなければならない。」と定められているこ

とから、昨年8月に北九州市環境審議会に諮問し、意見を聴取している。 

別紙１
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３．これまでの経緯 

平成28年 8月 9日 第 47回環境審議会に諮問 

・改定にあたっての基本的な考え方を提案 

平成 28年 8月 17日 常任委員会において第47回環境審議会の審議内容を報告 

平成 28年 11月 22日 第 48回環境審議会 

・政策目標、基本施策、主な施策分野などについて提案 

平成 28年 12月 8日 常任委員会において第48回環境審議会の審議内容を報告 

平成 29年 2月 15日 第 49回環境審議会 

・計画の方向性、計画骨子（案）について提案 

平成 29年 3月 13日 常任委員会において第49回環境審議会の審議内容を報告 

平成 29年 4月 25日 第 50回環境審議会 

・計画（案）について提案 

平成29年5月 9日（本日） 常任委員会において第50回環境審議会の審議内容を報告 

４．計画（案）のポイント 

  別紙のとおり 

５．今後のスケジュール（予定） 

5月～6月 パブリックコメント 

６月３日 シンポジウム（主催；外務省、環境省、北九州市） 

（仮称）「わが国の SDGs 達成に向けた地域の取組み（副題：環境首都

北九州におけるSDGs の実践）」 

７月～８月 市民説明「地域ふれあいトーク」 

８月 第 51回環境審議会（答申案の提案）、常任委員会報告、答申 

９月 計画改定 
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「真の豊かさ」にあふれるまちを創り、未来の世代に引き継ぐ

基本な考え方

基本理念

「共に生き、共に創る」、「環境で経済を拓く」、「都市の持続可能性を高める」

３つの柱
継
続

○ 北九州市民環境力の持続的な発展
○ 世界にひろげる低炭素社会づくりの推進
○ 未来につなげる循環型社会づくりの推進
○ 豊かさを支える生物多様性保全の推進と快適な生活環境の確保

政策目標

再
考

北九州市環境基本計画改定のポイント

基本理念・３つの柱・政策目標の考え方

○ 現在の「北九州市環境基本計画」の基本的な考え方は変えない

○ 前回改定（Ｈ24年度）後の状況変化に対応

（例１）地球温暖化対策

世界 ； ＣＯＰ２１で「パリ協定」が採択（2015年11月）

国内 ； 地球温暖化対策計画が閣議決定（2016年５月）

本市 ； 北九州市地球温暖化対策実行計画・環境モデル都市行動計画策定

（2016年８月）

（例２）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ＝Sustainable  Development  Goals）
・ 2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030

アジェンダ」に盛り込まれた（2030年12月31日までの達成を予定）。

・ 環境汚染や気候変動などの環境分野に加え、社会・経済・ジェンダーなど

幅広い分野を対象に、17の目標のもとに169項目のターゲット。

→ 少なくとも12の目標が環境に関連しているといわれている

・ 昨年12月、国のＳＤＧｓ推進本部がＳＤＧｓの実施指針を発表。

（地方自治体）
ＳＤＧｓを全国的に実施するためには、広く全国の地方自治体及びその地域で活動する
ステークホルダーによる積極的な取組を推進することが不可欠である。この観点から、各
地方自治体に、各種計画や戦略、方針の策定や改訂に当たってはＳＤＧｓの要素を最大
限反映することを奨励しつつ、関係府省庁の施策等も通じ、関係するステークホルダーと
の連携の強化等、ＳＤＧｓ達成に向けた取組を促進する。
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政策目標について

Ａ 北九州市民環境力の
持続的な発展

Ｂ 世界にひろげる
低炭素社会づくりの推進

Ｃ 未来につなげる
循環型社会づくりの推進

Ｄ 豊かさを支える
生物多様性保全の推進と
快適な生活環境の確保

現計画の政策目標

a 市民環境力の更なる発展と
すべての市民に支えられた
「北九州環境ブランド」の確立

b 2050年の超低炭素社会と
その先にある脱炭素社会
の実現

c 世界をリードする
循環システムの構築

d 将来世代を考えた豊かなまち
づくりと環境・経済・社会の
統合的向上

新計画の政策目標

次期計画における現行計画の更なる強化の方向性

○ 指標・目標の設定による環境首都の実現
基本理念の実現に向け、その進捗を図る三大指標を設定する。
① ヒ ト ； 市民一人ひとりの環境配慮行動
② 経済 ； 環境面効率性（炭素生産性、資源生産性）
③ 都市 ； 都市の魅力・持続可能性
合わせて、三大指標を裏付ける各種政策指標（ＣＯ２排出量・一般廃棄物の
排出量など）を設定する。

○ 世界の環境首都として、先駆的な概念・取組を盛り込む

・ 国際的な環境ブランドの確立、超低炭素社会・脱炭素社会（社会経済・技術・

ライフスタイルのイノベーション）、循環システム（３Ｒプラス）など

○ ＳＤＧｓの実現
・ 環境政策からのＳＤＧｓ実現のため、計画の副題を「環境首都・ＳＤＧｓ実現

計画」とし、環境政策を通じて環境に係るＳＤＧｓの実現を図る。

※ ＳＤＧｓ全体の達成につ

いては、環境面からのアプ

ローチだけでは不十分であ

り、 あくまで環境面からの

ＳＤＧｓ達成への取り組みと

なる。

ＳＤＧｓの実現への取組み

発展

発展

発展

統合

導入

発展
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本環境基本計画中の政策とSDGsターゲットの関係
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